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ここで AFL-A/aLTa/2はSU(2)のゲージ場 (Ta (a - 1,2,3)はPaulimatrix)､F/W はそ

































対称佃 ま､ビッグ･バン後の高潮 尤態(T～ 1016GeV)で強い相互作用と電弱相互作用が一つや大総Tf理
請(GU'ls)により芹己述されていたときに､手刷 捌蔓による非平衡状態やGUTs自身のCPvi(,1之l･tri(,-1な
どによりJl:_じたとされている｡(GUTsではSU(3)C｡l｡rの表現であるクォ-クとSU(2)weakの表現で
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研究会報告
古州 勺な熟的遷移を数値的にシミュレートするものである. まず､A0-0ゲージ (格子理論で言えば
Uo-1ゲ-ジ)でのハミルトニアン格子理論を考える｡ つまり､4次元なら3次元の格子の上に場とそ
の共役運動塵を配置する. これらの変数から成る-ミル トニアンによりモンテ･カルロ法を用いて古典場

































存在が即鞍点のそれにはならないが､特殊な場合には鞍点の存在が 言える し､t23し 椴に鞍点存在のための
必要条件であると考えられる｡この noncoltraCtibleloop或はその高次7-d坂の存在はホモトビ-群に




解の周りのflucLua･tiolのスペクトルはどうなっているか｡負モー ドの個数や正モー ドの寄与 (entropy
factorといわれ､正モ- ドの自由度がどの程度励起さnるかの目安を与え､これが大きいとポテンシャ
ルバリアを越すに要するエネルギ-がこれらの自由度に消費されてしまい遷移が抑制される｡)はどうか｡
(4次元SU(2)gaugeIiggssystemではel､tl･01)ySuPl'reSSionが鰍 ､といわれている.(25】) また
ゲ-ジ対称性回復の相転移の次数､Ncsに対する自由エネルギ-の構造などはバリオン数の生成､消滅
に直接関わってくる｡
･ 数値シミュレー ションの可能性
これまでに挙げた問題は前節の数値的方法で解決されるかも知れない ｡つまり実際にシミュレーションし
てみて有限の遷移が観測されれば､鞍点解の有無､負モードの数など知らなくても良いという実験的立場
である.遷移率が expOlentialfLt出来れば､spha,leronによる遷移の可能性もあるが､現実的な模型
で実際に遷移が起こるかをまず数値実験で調べてみるというアプローチも今後検討さすtるべきであろう｡
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